書物のなかの令嬢 : 『趣味大観』にみる昭和初期東京における音楽 by 周東 美材











































　『趣味大観』は、1935（昭和 10）年 12月 25日に趣味の人社から発行された。総計 1,389ペー
ジ 2に及ぶ巨編で、定価は 35円とたいへん高価な書物である。鶴橋泰二（鶴橋聞天）3により
編集され、趣味の人社内の 14名を中心に多くの労力を結集し、２年余りを費やして刊行された。

































































































































































































世田谷区（世田谷区） 5 横浜市中区滝ノ上 1








中野区（中野区） 12 神奈川県足柄下郡湯ヶ原宮上 1
杉並区（杉並区） 5 大阪市東区森ノ宮西之町 1


















荒川区（荒川区） 0 大阪市北区兎我野町 1






足立区（足立区） 0 大阪市東成区猪飼野町西 1

















































出身校 人数 出身校 人数
雙葉高等女学校（雙葉中学校・高等学校） 41 文化学院女学部（文化学院高等課程） 1








仏英和高等女学校（白百合学園中学校・高等学校） 14 錦秋高等女学校 1
三輪田高等女学校（三輪田学園中学校・高等学校） 11 麹町高等女学校（麹町学園女子中学校・高等学校） 1




東洋英和女学校（東洋英和女学院中学部・高等部） 10 立正高等女学校（東京立正中学校・高等学校） 1
九段精華高等女学校 8 佐藤高等女学校（女子美術大学付属高等学校・中学校） 1
東京府立第三高等女学校（東京都立駒場高等学校） 8 成女高等女学校（成女学園中学校・高等学校） 1
東京府立第六高等女学校（東京都立三田高等学校） 8 成城高等女学校（成城学園中学校高等学校） 1
山脇高等女学院（山脇学園中学校・高等学校） 8 頌栄高等女学校（頌栄女子学院中学校・高等学校） 1
東京府立第一高等女学校（東京都立白鴎高等学校） 7 淑徳高等女学校（淑徳中学校・高等学校） 1
精華高等女学校（東海大学付属望洋高等学校） 6 東京家政専門学校 1
駿河台女学院（東京 YWCA） 6 東洋女子歯科医学専門学校（東洋学園大学） 1
実践高等女学校（実践女子学園中学校・高等学校） 5 埼玉県川口実科高等女学校（川口市立川口総合高等学校） 1
日本女子大学校（日本女子大学） 5 千葉県立千葉高等女学校（千葉県立千葉女子高等学校） 1
桜蔭高等女学校（桜蔭中学校・高等学校） 5 横浜紅蘭女学校（横浜雙葉中学校高等学校） 1
東京府立第五高等女学校（東京都立富士高等学校） 5 大阪府立清水谷高等女学校（大阪府立清水谷高等学校） 3
青山女学院（青山学院中等部・高等部） 4 大阪府立大手前高等女学校（大阪府立大手前高等学校） 1
東京府立第二高等女学校（東京都立竹早高等学校） 4 大阪市立高等東女学校（大阪市立東高等学校） 1
普連土高等女学校（普連土学園中学校・高等学校） 3 大阪相愛女学校（相愛高等学校・中学校） 1
京華高等女学校（京華女子中学高等学校） 3 聖母女学院高等女学校（大阪聖母女学院中学校・高等学校） 1
香蘭女学校（香蘭女学校中等科・高等科） 3 兵庫県立第一高等女学校（兵庫県立神戸高等学校） 2
成蹊高等女学校（成蹊中学校・高等学校） 3 神戸女学院中学部・高等学部 1
杉野芳子ドレスメーカー女学院（杉野服飾大学） 3 甲南高等女学校（甲南高等学校・中学校） 1
東洋女学校（東洋女子高等学校） 3 唐津町立唐津高等女学校（佐賀県立唐津西高等学校） 1




大妻高等女学校（大妻中学高等学校） 2 ヨーロッパ留学 3







　最も多いのが、生花で 104名が代表的な趣味としている。つぎにピアノ 87名、長唄 70名
と音楽関連の趣味が続き、書道、美術といったほかの芸術ジャンルを大きく引き離している。








































種目 人数 種目 人数 種目 人数
第１編 ピアノ 87 第２編 書道 21 第３編 生花 104
長唄 70 日本画 9 料理 45
日本舞踊 22 絵画 6 茶道 44
音楽 19 洋画 5 手芸 31
筝曲 19 油絵 5 洋裁 28
舞踊 8 ダンス 2 和裁 13
仕舞 7 鎌倉彫 1 裁縫 4
声楽 5 書画 1 和歌 3
能楽 3 文学 3
三味線 3 刺繍 3
ヴァイオリン 3 割烹 2
ギター 1 読書 2
和楽 1 短歌 2





種目 人数 種目 人数 種目 人数
第４編 スポーツ 19 第５編 盆景 2 その他 語学 16
ゴルフ 5 犬 2 英語 6
乗馬 5 園芸 1 仏語 2
テニス 4 昆虫採集 1 タイプライター 1
スキー 4 英文タイプライター 1
水泳 3 速記 1
スカル 2 数学 1
自動車 2 国史の研究 1
バスケットボール 1 趣味一般 1
水上スポーツ 1 第６編 人形蒐集 4
ダイヴィング 1 玩具蒐集 1













































































































































































































































向島区（墨田区） 0 2 0 0 0 2
















目黒区（目黒区） 2 1 2 0 1 5
大森区（大田区） 7 6 0 1 0 11
世田谷区（世田谷区） 2 1 1 1 1 5
渋谷区（渋谷区） 20 8 7 1 0 28
中野区（中野区） 7 7 2 3 0 12
杉並区（杉並区） 4 0 2 0 0 5
豊島区（豊島区） 5 4 3 1 0 10
滝野川区（北区） 3 1 0 3 0 4
その他 13 7 4 3 1 19





































































音楽の状況を再構成している。東京市 15区のなかで三味線音楽師匠は、浅草区 243名、日本橋区 200名、
京橋区 143名、神田区 116名、芝区 99名の順であった。これらの地域は震災による火災の影響がとくに甚
大だった地域であり、江戸の三味線音楽を中心に、東京の音楽空間を大きく書きかえた。本稿の考察とつき
あわせると、三味線音楽のなかでも長唄だけは、昭和初期の東京の幅広い地域の令嬢に普及していたことが
わかるが、反面、義太夫、一中節、端唄などは引きつがれていないこともわかる。
図２　本居長世ミュージック・スタヂオ（『音楽雑誌ムジカ』５（6）、1933 年）
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４．書物のなかの令嬢
4.1　規範としての令嬢
　令嬢とは、語られる存在であって、ある特定の属性によって定義されるものではない。昭和
初期、令嬢とはなにかを定義して、三宅やす子は次のようにいった。
　令嬢は、未婚婦人の敬称でせう。未婚の婦人であるかぎり、令嬢の名は冠せられる筈です
が、令嬢たるにふさはしい素養と、令嬢らしい態度とが具はつて居なければ、令嬢とはよび
にくいのです。（三宅　1931：4）
　三宅は、令嬢の要件として、女性、未婚、敬意の対象であることを挙げている 14。くわえて、
令嬢らしい素養、態度とことばを継いでいる。とはいえ、令嬢を定義するために令嬢らしい素
養や態度を具備していることを挙げるのはトートロジーでしかない。これは、令嬢がさまざま
な人によってどのようにでも語られてしまうことばであることを示している。
　つづけて三宅は、次のようにも述べる。
　こゝに私のいはうとする「令嬢」は必ずしも、流行の着物をきて居なくてもいゝのです、
必ずしも爪に紅をさゝなくても、野球と映画の話をしなくても、―しても勿論かまはない
が―未婚者の持つて居る独特の朗らかな、独特ののびのびした気持、そしてどこまでも成
長してゆかうといふ元気を持つて、古い滓にわづらはされない女性―それを令嬢と呼びた
いと考へて居ます。／令嬢は、また、もつと広く、現代の女性、或は新時代の女性といふ解
釈もされ得ます。（三宅　1931：5）
　三宅のいう「新時代の女性」というのは、物事の感じ方とその表現の仕方、生活内容がすべ
て新しく、自分の意見や信念をもち、たえず進歩向上を心掛ける女性という意味である。モダ
ンガールのような女性像はすでに古いものであり、歯切れがよく朗らかな令嬢が新しい女性像
であると三宅は述べる（三宅　1931：6-9）。
　もちろん、三宅の主張する令嬢像がひろく共有されていたかは考慮しなければならない。ま
た、「令嬢総覧」に掲載されているような令嬢と、まったく同質だとはいえない。だが、令嬢
という語は、規範として未婚女性の身体的なふるまいを規定する言語であり、令嬢にふさわし
14　令嬢の対概念は複数考えられる。当時は「令女」と呼ばれていた敬意を集めている既婚の女性、尊敬を集
めていない未婚女性、経緯の対象となる未婚男性などである。また、「未婚」ということばのうちに暗黙に
潜んでいる「いずれ結婚すべき」という含意の対として、社会的尊敬を集めている未婚の女性で、今後も結
婚する意志のない女性も考えられる。
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い素養や趣味を要求するものであったことがうかがえる。当時の女性雑誌に令嬢にふさわしい
身振りや趣味を紹介した記事や付録が散見されることからもわかるように、令嬢は、生まれな
がらの存在というよりも、女性が目指すべき規範として、消費の欲望とも絡みあいながら提示
されていた。
　このとき、音楽は、身体の魅力的な管理技術であった。令嬢は、周囲からの羨望を集め、み
ずから望んで音楽を享受することができた。しかし、そのような音楽の趣味も、じっさいには
階層と家父長制によって塑造され更新される女性像を体現したものであり、父親や将来の嫁ぎ
先から自由ではなかった。したがって、西洋音楽の受容と民間への普及における令嬢の「活躍」
を称揚するのは、性の二項対立の普遍性を追認する。新しい女の主体性や能動性の称揚が、権
力関係やヒエラルキーを解消することなく温存させていったことは、すでに多くの女性史研究
が教えている。
　三宅のいうような「どこまでも成長してゆかうといふ元気を持つて、古い滓にわづらはされ
ない女性」が令嬢であるならば、規範的な趣味を拒絶し、音楽から離れる、あるいは望ましい
とされる温情主義的な趣味のリストから漏れる音楽ジャンルを選択していく女性が登場してい
ても不思議はない。令嬢であり続けながらも令嬢的な規範を書きかえ、ずらしていくような令
嬢自身の実践も考えられる。しかし、「令嬢総覧」にその芽をみることは難しく、むしろ特定
の音楽と令嬢とを切りはなしがたいものにしている。
4.2　『趣味大観』という資料と方法
　令嬢と音楽の関係が固定的な語られ方にならざるをえないのは、令嬢という対象の特性と並
んで、資料的制約による側面が大きい。令嬢とは、他者から名指されるものであり、しかも日
常よりも改まった場面で用いられることばである。そのため、「令嬢総覧」に書かれているのも、
規範的な令嬢像に即して語った外向けの自己である。
　こうした自己の提示を可能にしたのは、書物や雑誌という媒体である。令嬢なるものの定義
や合意の有無にかかわらず、令嬢は書物のなかで、令嬢と呼ばれる当事者とは別のところで、
実体としてあるかのように仮構される。「深窓の令嬢」ということばとは裏腹に、令嬢の図像
やプロフィールは複製され、流通し、不特定多数の目に晒されることによって、令嬢は成立し
ていたといえる。「令嬢総覧」の令嬢は、ブラックボックスとしての規範性を与件として、実
在する人物が当てはめられ、例証的に提示されたものである。だが、逆に、例示のため呼びだ
された令嬢は、規範性を書きかえ、ずらしていく可能性を潜在的に宿すことにもなる。
　『趣味大観』という書物は、当時さかんに令嬢グラビアを掲載していた女性雑誌以上に閉じ
たパッケージメディアであり、権力的な装置である。雑誌に登場する令嬢は、毎号部分的に掲
載される断片的なもので、掲載データは「令嬢総覧」よりも少なく一貫性がない。また、時期
が過ぎれば読みすてられてしまう可能性の高いものである。これにたいして、『趣味大観』は、
大規模な集成、比較参照可能な一貫したデータ、長期の所蔵を前提とし、事典や電話帳などの
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データベースの類に近い形態をとっている。刊行の背景に、令嬢を調査し、集成し、語る欲望
が広がっていたことを暗示する。
　『趣味大観』を手にした読者が、どのようにこの書物を利用したのかはもはや想像するしか
ない。データの集成であるので、少なくとも読みものとして通読されるようなものではなかっ
たと思われる。応接間の書棚に置かれていたのかもしれない。あるいは、「令嬢総覧」にかん
していえば、見合い写真をみるような感覚で読まれていた可能性もある。持ちはこべないほど
の重さではないので、パーティーや社交の場に持ちだされ読まれていたかもしれない。
　いずれにせよ、令嬢は、語られ書かれた存在である。よって、本稿で言及してきた資料や表
などを用いて、令嬢の存在を実体的に捉えるわけにはいかない。令嬢を語るための道具として、
趣味や音楽がどのように用いられていたのか、どのようなキーワードがどの程度動員されたの
かといった視点で捉えるべきである。
　くわえて述べれば、本稿の事例の場合、調べられる令嬢数がもっと多くなれば、より信頼性
の高いデータが得られただろうという発想は一種の強迫観念であり、退けなければならない。
そもそも調べられるべき全体像が恣意的にしか存在しない以上、サンプルや代表性といった問
題を議論しても意味がない 15。調査数を多くすることで、令嬢の社会的構築に手を貸すことは
あっても、事態を正確に捉えることができるわけではないのである。むしろ、すでに与えられ
ている資料を仔細に検討し、書物に記されていないことへの想像力を含んだ、新たな問いを立
ちあげていくことのほうが大切である。
おわりに
　本稿では、『趣味大観』中の「令嬢総覧」を検討しながら、当時の令嬢と目される人々のあ
いだで、どのような趣味や音楽が嗜まれていたのか、より正確にはどのような嗜みが令嬢自ら
の特性として語られてきたのかについて考察してきた。
　令嬢の趣味は、花嫁修業と音楽にかんするものを中心にしており、音楽関連ではピアノ、長
唄、筝曲、日本舞踊、ヴァイオリンが挙げられていた。このような趣味を許したのは、彼女ら
が上位の階層出自をもち、東京という都市文化のなかに生きたためにほかならない。ときには
東京市内の地域性を部分的に感じさせながら、ほかの地域や階層では許されないような趣味を
享受していた。そこには、令嬢と呼ばれる女性たちのあいだで親しまれていた、独自の趣味と
文化の言説的な圏域が形成されている。ひとつの都市の、ひとつの時点に限ったものであると
はいえ、曖昧なかたちでイメージされてきた令嬢と音楽との関係が、どのように語られていた
15　すでにみたように「令嬢総覧」には、「代表」という語が冠せられている。そのため、いかに恣意的な選
択であれ、編集主体にとっては「代表」的なものとして捉えられている。なお、社会調査における対象の設
定とサンプルの問題については、佐藤（1998：258-60）を参照。
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か、どのように語られるべき存在として提示されていたのかは、ある程度明らかにできたこと
と思われる。
　しかし、上位の階層や東京がつねに文化の中心で、みながこれに追従していたというわけで
もなければ、令嬢たちが自由な趣味の選択をできていたわけでもないことは、容易に推論され
る。かといってブルデューの議論などを外挿的に用いて、文化的再生産の構造を指摘すること
も、すでにさまざまなかたちで説明されてきた既知の理論を音楽面で説明したという以上の意
義をもたないだろう。
　西洋音楽史の受容という視角からのみ、令嬢の趣味を捉えてその意義を称揚することは、さ
まざまなバイアスを生む危険をもつ。本研究はいまだ試みの域を出てはいないが、今後の発展
のためのひとつの方向として、ジェンダー研究と呼びうる水準にまで議論を深めていく道があ
る。そのためには、令嬢のなかに内面化された規範性、書物、家父長制といった権力の問題に
正面から取りくみ、二項対立的な性の普遍性に揺さぶりをかけていくような資料と方法論の用
意が必要だ。
　とりわけ、音楽は身体的な働きかけを特徴とするものであり、令嬢の身体感覚についての考
察を要請する。ある特定の楽器や音楽を身体化していった令嬢が、意図的にその音楽や身体感
覚から離れていったり、別の音楽や身体感覚を選択し育んでいったりすることのなかに、突破
口がみえてくるかもしれない 16。文字資料に依拠することの限界を抱えながらも、鳴り響いて
は消える音楽という対象の特性と、資料に書きのこされなかった声とをどちらも排除すること
なく、令嬢と音楽の歴史を語りなおさなければならない。
　［付記］　本稿で用いた『趣味大観』については、東京大学大学院人文社会系研究科渡辺裕先
生にご教示いただいた。記して感謝申し上げたい。執筆にあたり、日本学術振興会による平成
23年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）の助成を受けた。
（本学講師＝音楽教育学担当）
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